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 I have been studying the cases regarding the problem of violence in the family for three years. 

The main purpose of the study is to examine the problem of the young people who use violence 

toward only their own family. In the process of the study, I am convinced that this problem 

should not be undervalued in the field of human relations. Therefore, in this thesis, the problem 

of young people using violence toward only their family is analyzed on a part of the broad 

issues of relationship between parents and children. The main focus of the study is made in the 

problems of personality of their mothers' lack receptivity which is indispensable to the process 

of mental independence of children, their fathers' status without authority over their families, 

a lot of disadvantages for parents and children resulted from the indistinct rebellious age of 

children, and the issue from a viewpoint of acquirement of role.

〔動機及び目的〕

昭和52年10月 のいわゆる「開成高校生事件」

以来,「 家庭内暴力」 という言葉がマスコ ミ

などにしば しば登場するようになった.興 味

をひかれて調べてみたところ,学 会やマスコ

ミなどで 「家庭内暴力」 とい う語が使用 され

た場合,こ れは「家庭外ではごく普通の児童 ・

青年が家庭内のみで暴力をふるうという現象」

をさしていると考えてまず間違いないという

ことがわかった.

このよ うな児童 ・青年の63ケ ースについて

問題が発生するメカニズムを探究 してゆ く中

で,一 般的な人間間係について論じる場合に

も,特 にその基盤である親子間係 について考

える際に・この問題 を避けて通るべきではな

いし,ま たこの問題 を非常 に特殊 なケースと

して片付けて しまうことはできない,と いう

ことを痛切に感 じるようになった.

そこで,人 間間係 というものを考える際に

まずその基盤 となる親子関係から論 じること
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にし,初 回である今回は特に家庭内暴力児の

親子関係について考察 し,そ の問題点を明確

にしてみたいと思 う.

〔方法〕

警視庁少年第一課において 「家庭内暴力」

として分類 されているケースのうち,昭 和51

年から53年にかけての68ケ ースの調書を基礎

資料 とし,担 当者との面接および書面による

問合わせによりさらに詳細な情報の収集 をは

かった上で,本論文における 「家庭内暴力児」

の定義からはずれる5ケ ースを除いた63ケ ー

スの検討,分 析に基いて論 をすすめた.

〔用語 と定義〕(注i)

今日,学 会やマスコミなどでは 「家庭内暴

力」という語が 「家庭外ではごく普通の児童

青年が家庭内のみで暴力をふるうという現象」

をさすものとして使用されているが,こ の用

法は当面はさしつかえなくとも,将来混乱 を招

くことが予想される.例 えば,家 庭内のみな

らず家庭外で も暴力をふ るう児童 ・青年や,中

年に至って挫折 を知 り家庭内のみで暴力をふ

るうエ リー ト社員の問題行動について論ずる

場合 など.

そこで,「外ではごく普通であるが,家 庭内

のみで暴力をふるう児童 ・青年」 を 「家庭内

暴力児」 と呼ぶことを提案したい.彼 らは年

齢的には児童期 あるいは青年期にあっても,精

神的発達段階は未だに幼児期にある部分が少

なくないので,そ の意味をこめてこう呼ぼ う

と思 う.

そして,本 論文では次のように定義する.

「家庭内暴力児とは,家 庭内で家族を対象に

肉体的 ・言語的暴力をふるう児童 ・青年 をさ

す.家 族以外の者に対 しては常識的な態度 を

とるのが特徴である.」

〔結果及び考察〕(注2)

家庭内暴力児の特徴 として第一にあげられ

るのは,家庭内のみで,主 に母親を対象 に暴力

をふるうという点である.暴 力をふるうとい

うことから自我形成の過程において障害 を生

じているものと考えられ,ま た母親が対象で

あるという点から特に母親 との関係に問題が

あるのではないかと考えられる.

そこで,ま ず家庭内暴力児 と母親の関係か

ら見てゆきたい.

第1章 家庭内暴力児と母親

第1節 母親の性格 ・子どもの性格

家庭内暴力児の母親には,子 どもの立場に

立って子 どもの気持 を理解 しようとせず,し

かも口うるさいものが多い.

性格的には自己中心的であり,共 感性や洞

察力に欠け,き まじめでユーモアの感覚にも

乏 しい者が多い.

また,母 親 としてだけでなく,人 間として

もかなり未熟なのではないかと思われるケー

スも多い.た とえば,些 細 なことでかっとな

って中学3年 生の息子の髪をつかんで殴った

り,中 学2年 生の息子 と取っ組合の喧嘩 をし

たり,子 どもが読んでいる本 を取 り上げてい

きなり破 り捨てたりとい う具合である.子 ど

もからとても家にい られないようなひどい暴

力をふるわれるのは,こ のような母親である

場合が多い.

このような母親に育てられた子 どもの中に

は,無 意識のうちにも母親 をモデルとして母

親の持つ欠点 を身につけてしまうものもある.

自己中心的で共感性や洞察力に欠け,き まじ

めでユーモアの感覚がないというのは,家 庭

内暴力児に共通する性格でもある.こ のよう

な性格の子 どもの中には,少 しでも自我が脅

威にさらされるとひどく動揺 ・混乱し,家 族

の気持や立場 を思いやることなくそれを暴力

とい う形で家族にぶつけてしまうという行動

に出る者もいる.そ して,そ のような行動様

式が他の諸要因と相 まって家庭内暴力児とな

る場合があると考えられる.
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第2節 母親の2つ のタイプ

家庭内暴力児の母親は,大 きく2つ のタイ

プに分けられる.

1つ は,子 どもとの情緒的結合が強いタイ

プである.こ の母親 には感情的にな りやすい

性格の者が多く,午 どもに対 してかなり口う

るさく干渉しまた支配 しようとする.だ が,

子 どもの心理 には鈍感で,子 どもの立場に立

って子 どもを理解 しようとは しない.

もう1つ は,子 どもとの情緒的結合が弱い

タイプである.こ の母親 には,比 較的理性的

な性格であるが子 どもはあまり好きではない,

とい う者が多い.こ のような母親は,頭 をな

でてやったり抱 きしめてやったりというよう

な子 どもとの身体的接触をほとんどしない.

現在までの調査では,前 者のタイプの母親

のケースが圧倒的に多い.63ケ ースについて

調べてみると,61ケ ースの母親が前者のタイ

プであり,後 者のタイプは2ケ ースである.

だが,女 性の高学歴化の傾向その他 を考え

ると,後 者のタイプの母親の問題も今後増加

してくるのではないかと予想される.

どちらのタイプの母親の場合にも,子 ども

は心理的に安定せず,様 々な因難や障害 を乗

り越えて成長 してゆくための安定 した精神的

基盤が脆弱である.

それゆえ,ち ょっとした障害に出会っても

す ぐ挫折感 を抱 き,建 設的な方策を考えよう

とせず,中 には家族 に暴力をふるうとい う形

で自分の苦 しみをぶつける者 も出て くる.家

庭内暴力児とは,こ のような行動様式が他の

諸要因と相 まって一種の習慣化 したもの と見

ることもできる.

第3節 依存 と自立

自分の苦悩 を暴力という形で親 にぶつける

家庭内暴力児の行動には,親 への依存性の強

さがあらわれているとも言えるだろう.別 の言

い方 をすれば,家 庭内暴力児には年齢相応の

自立性 が育っていないのではないかどいうこ

とで あ る.'

で は,な ぜ 家 庭 内暴 力 児 は 親 へ の 依 存 性 が

強 く,自 立 陛 が育 って い な いの だ ろ うか.ま

ず,依 存 と 自立 の 関 係 か ら見 て ゆ こ う.

(1>子 どもの依存 と自立

ヒトは,高 等哺乳類であ りながら,他 の哺

乳動物 とは違って,ほ とんど無能な状態で生

まれて来る.そ れゆえ,生 命維持の為にも,

親 とい う葦育者が絶対 に必要なのである.

そして,乳 幼児期 には,母 と子は相互交渉

過程 を通 して強い情緒的結合間係 を成立させ

る.

子 どもがこの強い情緒的結合関係を結んだ

母親 からどのように分離 し自立 してゆくのか

については諸説があるが,そ れらに共通 して

いることは,母 親が子どもを充分に受容 して

やることが,子 どもが分離 ・自立という課題

に取 り組むための必要条件である,と い うこ

とである.

母親が子どもを受容 してやることと子ども

の自立性 を育てることとの間には,よ く誤解

されているような負の相関関係はなく,両 者

は両極概念ではないのである.

高橋 恵子(1969)は,依 存対象の増加 ・拡

大などによる依存性の発達的変容の過程が,

依存から自立への発達過程に他ならず,発 達

に見合った仕方で依存行動が現われるように

なることが自立的になってゆくことに他なら
(注3)ない

,と 捉えている.

人間は社会的動物であ り,誰 にも全 く依存

しないで生 きてゆくのは不可能であるという

ことを考えても,依 存要求の充足が自立の基

盤であり,依 存性の発達的変容こそ自立への

道であるとい う捉え方は適切であろう.

(2)家 庭内暴力児の依存 と自立

子どもとの情緒的結合の強さとい う観点か

ら見た家庭内暴力児の母親の2つ のタイプに

ついてはすでに述べたが,そ れを子 どもの受
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容 ・自立 という観点から考えてみよう.

まず,子 どもとの情緒的結合が強い母親 に

ついて見ると,子 どもの心理に鈍感で子 ども

の立場に立って子 どもを理解 しようとしない

ために,子 どもが黙って見守っていてほしい

ような場面で干渉 し,手をさしのべてほしいよ

うな場面で突 き放 してしまう.そ れゆえ,子

どもは,いつでも親 に受容 してもらえるという

安心感,安 定感 が持てない.そ のため,安 心

して徐々に着実に親からの自立 をはかるとい

うことができず,い つまでも依存状態から抜

け切れないのである.

次に,子 どもとの情緒的結合が弱い母親に

ついて考えてみよう.こ の母親は子どもとい

うものがあまり好 きではないので,感 情的 レ

ベルで子どもを受容 してやることが少ない.

頭をなでてやったり抱 きしめてやったりとい

うような子 どもとの身体的接触 をほとんどし

ないということにも,それがあらわれている.

このため,子 どもは心 の底 に母親の愛情 に

対する飢餓感 を持つ.こ のような子 どもには

自立の基盤となる心理的基地 ともいうべ きも

のがないため,真 の自立性が育たない.

どちらのタイプの場合にも,子 どもが自立を

はかるに際 して安定 した精神的基盤を持てる

ように受容 してやる,という面が欠けているの

である.

自立性 が未熟であるということは,困 難や

障害にあっても独力でそれに対処 し乗 り越え

てゆくことができない,と いうことである.そ

のような者は,ち ょっとした困難や障害に出

会っても動謡 ・混乱し,すぐに挫折感を抱 きや

すい.そ して,中 には,他 の諸要因 と相 まっ

て,こ のような挫折感 による苦しみを,家族 に

暴力をふるうという形でぶつける者も出て く

るのであり,そ のような行動様式が一種の習

慣化したものが家庭内暴力児であるとも考え

られる.'

以上に,家 庭内暴力児と母親 について見て

きたが,子 どもの自我形成には父親の存在 も

重 要 で あ る こ とは 言 うまで も な い.

そ こで,次 に,家 庭 内 暴 力児 と父 親 につ い

て 見 て ゆ こ う.

第2章 家庭内暴力児と父親

家庭内暴力児の父親について見ると,社 会

的地位や経済的能力などには問題 ないが,家

庭内におけるリーダーシップのとり方が下手

で,ま た父親 としての存在感が希薄な人が多

い.そ して,日 頃か ら妻や子 どもに対 して受

容的でなく,家 庭において相手の立場になっ

て物事を考え,理 解 し,援 助す るということ

はほとんどない.ま た,大 事な場面で冷静 に

判断 し,決 断 を下 して家族 をまとめ引っぱっ

てゆくということもない.

また,子 どもの暴力が始 まるといつの 間に

かその場からいなくなって しまったり,い て

もただその場の暴力をやめさせようとするだ

けの父親 が多い.

そして,子 どもが家庭内暴力児となったこ

とについては,「お前の育て方が悪いからだ.」

と言って母親 を責めるのみで,母 親 と力を合

わせて問題 に取 り組 もうとする父親は少ない.

63ケ ースについて調べた限 りでは,そ のよ

うな父親は1ケ ースもなかった.

つまり,家 庭内暴力児の父親は,子 どもに

とって男性 としてのモデルたりえず,ま た尊

敬の対象でもなく,子 どもがその人格形成の

過程で成長のために乗 り越 える壁 としての役

割 を果たさない者が多い.

このような父親の存在は,子 どもの自立性

や耐陛,視 野の拡大,適 確な判断力,決断力,

行動力などの取得にとってマイナスとなる場

合が多い.そ して,自 立性や耐性に乏しく視

野も狭いという精神構造が,家 庭内暴力児の

発症 を導 く要因の一つになると思うのである.

以上に,家 庭内暴力児と両親の関係につい

て見てきた.こ の背景には,産 業構造の変化

にともなう家族構成及び家族関係の変容,そ

して父親や母親の役割の変容などがあること
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は言 うまでもないが,枚 数の都合もあるので

この問題 については次の機会 に論 じたい.

第3章 第一反抗期 と中間反抗期

第1節 家庭内暴力児と反抗期

家庭内暴力児には,順 調な成長 ・発達過程

をたどっていれば通常3歳 前後に見られる第
一反抗期や7歳 前後 に見 られる口答 えの盛ん

な中間反抗期 を経験 していないものが大部分

である.筆 者 が調査 した63ケ ースでは,全 ケ

ースが第一反抗期や中間反抗期が顕著でない

ものだった.

第一反抗期や中間反抗期というのは,自 我

の芽ばえによる自主 ・独立の欲求のあらわれ

である.特 に,第 一反抗期 は母と子の分離の

始まりで もあり,自 主性 を獲得するための大

切な契機でもある.こ れらの時期の言動は多

分に衝動的であり,こ どもはこの時期の様々

な経験から次第に自分の衝動 をコン トロール

するということを学ぶのである.

したがって,第 一反抗期や中間反抗期 を経

験 していないということは,自 らの衝動を現

実に合 うようにコントロールするとい う面や

自主性 ・自立性の発達 という面 において未熟

なところがあるということを意味すると考え

てよいだろ う.家 庭内暴力児の行動が,少 し

でも気に入 らないことがあると親 をたたいた

り物 を投げたりする第一反抗期の行動や何 か

につけてすぐ口答えする中間反抗期の言動 に

よく以ているとい うのは,大変示唆的である.

家庭内暴力児の発症 が集中 している中学か

ら高校にかけての時期(63ケ ース中56ケ ース

がこの時期に発症)は,第 二反抗期 を迎 える

時期 でもある.第 二反抗期 というのは,親 を

は じめとする身近かな人に対 して反抗す るの

みならず,そ の背景 にある社会制度 ・慣習 ・

権威,伝 統などに対 して強 く反発 し反抗する

時期である.そ して,こ の時期 を経験するこ

とにより,真 に独立 した人格 になる為の社会

的な要請でもある自我の確立や社会陛の獲得

という課題が解決できるようになるのである.

つまり,家 庭内暴力児は,本 来なら第一反

抗期や中間反抗期 を経験することによって解

決されているはずの発達課題も未解決のまま,

自我の確立や社会性の獲得などの課題をも背

負 うことになるわけである.

家庭内暴力児は自らの衝動を現実に合わせ

てコントロールす るという面においてす ら未

熟なので,肉 体的成熟にともなって急激に亢

進 してきた衝動性がうまくコントロールで き

ない.し かも,自 主性 ・自立性が育っておら

ず親への甘 えや依存から抜け出せないために

それが自立への欲求と葛藤を引 き起こし,自

己概念は混乱 し情緒は著 しく不安定になるの

である.

第2節 反抗期と親

第一反抗期や中間反抗期 が顕著でないとい

うことは,子 どもにばかりでなく親にとって

もマイナス面が大 きいということを忘れては

ならないだろう.

親は,子 どもの第一反抗期や中間反抗期 を

経験することにより,子 どもに一方的な命令

や指示 を与 えた りむやみに抑圧 してはいけな

いのだということに気づ き,同 時に子 どもの

反抗に対 してどのように対応すべ きかを学ぶ

のである.と ころが,子 どもの第一反抗期や

中間反抗期 を経験 していない親は,子 どもの

反抗にどのように対処 したらよいかがよくわ

からないのである.

家庭内暴力児は,暴力をふるうという行動 を

通しては じめて親に対 してはっきりした形で

一種の問題提起をしているとも考えられる.

それゆえ,親 もそれに対 して真剣 に答 えてや

るべ きなのだが,家 庭内暴力児の父親 には正

面から問題と取 り組 もうとする人はまれであ

り,筆 者が調査 した63ケ ースについて言えば

そのような父親は1ケ ースもなかった.ま た,

母親について見ると,子 どもの暴力に振 り回

され,子 どもが暴力とい う行動を通 して訴 え
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ようとしているものを汲み取るような精神的

余裕のない者が多いのである.

家庭内暴力児にしてみれば,自 らの抑 え難

い感情の嵐にとまどっているのに,両 親は周

章狼狽するばかりで自分の訴 えや苦 しみに対

して鈍感であり真剣 に受け止めて くれないと

感 じる.そ して,自 己同一1生喪失の危機感に

加え,両 親の対応に対する失望といらだちか

ら暴力をふるわずにはいられないという悪循

環に陥るのである.

第3節 言語による感情表出

家庭内暴力児には,第 一反抗期のみならず

いわゆる 「口答えの時期」 と言われる中間反
1

抗期をも経験 していないものが多く,親 も子

も荳いに言葉で渡 り合うという経験が少ない.

その上,家 庭内暴力児の親 には子 どもの言い

分に耳を貸そうとしなかったり,独 断や偏見

で一方的に抑 えつけるものが多い.こ のような

経験 を繰 り返す ことにより,子 どもは親に対

す る言語による訴 えや感1青表出は効果がない

ということを学ぶのである.そ の結果,子 ど

もは,親 に対 して自分の気持を言語で表現 し

訴 えるということをしなくなり,し かも経験

を積 まないため言語による感情表出が不得手

になる.

その上,家 庭内暴力児は自立性という面に

おいても未熟で親への依存性が強いため,困難

に出会 ってもその苦 しみを親にぶつけたりせ

ず自力で乗 り越えてゆこうとしないのである.

そのなめ,困 難や危機に陥 ると,自 分の苦

悩や焦躁を言葉によってではなく暴力とい う

形で表現して親にぶつけるとも考えられる.

☆ ☆ ☆

家庭内暴力児には第一反抗期や中間反抗期

がないばか りでなく,そ れ以後の時期 におい

ても家庭や学校で 「よい子」 とい う評価を受

けていたものが多い.「よい子」とは,家 庭や

学校 においては素直で従順であり,学 業成績

にも問題がなく,ま た近隣の人には礼儀正 し

い態度 をとるとい うことを意味している.

63ケ ースについて見てみると,発 症の直前

まで周囲から 「よい子」 と評価 されていたも

の45ケ ース,発 症の1年 前まで 「よい子」 と

評価 されていたもの6ケ ースある.また,発症

の前1年 間の学業成績 について見ると,中 位

以上のものが57ケ ースとなっている.(注4)

「よい子」という評価を受けたいと思 えば

誰でも 「よい子 」 になれるというものでは

い.「 よい子」 という評価 を得ていたとい う

事実 は,家 庭内暴力児自身の素質的要因に負

うところも少 なくないであろう.

次に,家 庭内暴力児の人格形成の過程を,

親 をはじめとする周囲から受ける期待 とその

実現 という観点から見てゆこう.

第4章 役割取得 という観点から見た

家庭内暴力児

第1節 役割理論から見た人格形成過程

子 どもが時間的にも心理的にも最も緊密に

接触する最初の人は,母 親である.幼 児は母

親と自分の行動 との相互作用を通 して,母 親

の内的な斉一性 を持った反応 を予測しながら,

自分に対する母親の期待 を認知するのである.

そして,幼 児は自分が母親の期待に沿 うよ

うに行動すれば賞賛され,そ れに反す る行動

をとれば叱責されるということを経験 してゆ

く中で,自 分の欲求 をコントロールしながら

行動することを少 しずつ覚 えてゆく.こ れが

自分に期待 されている役割 というものを知覚 ・

認知 し,その役割 を取得 してゆく過程である.

この過程は決 して子 どもが一万的な受身とな

って進行するものではなく,母 親との間の相

互規定的 ♂力動的なものであることはいうま

でもない.

この過程は,母 親 との関係の次の段階とし

て父親や兄弟などの,家族の人々との関係に,
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そして仲間集団との関係に拡大されてゆく.

また,他 者の反応からだけでなく自分が置

かれた状況を知覚する中で,場 面に応 じた適

切な行動が何であるかを知るようになるので

ある.

そして,こ れ らの過程において受ける期待

の程度や内容が,子 どもの価値観や生き方ま

で左右するようになることも少 なくない.

第2節 役割取得 における能力 と個人差

役割取得の過程には個人差がある.そ の差

は何 によるものだろうか.筆 者は,最 終的に

はそれを,① 知能,② 感受性 ③役割取得の

意志,に よるものと考えたい.

役割取得の過程は,一 つには他者の立場 に

立って感 じ考 える能力や,自 分の置かれた状

況をすみやかにかつ正確 に知覚 し,そ の場面

に応 じた適切 な行動を推察する能力に左右 さ

れるが,こ れらの能力の基礎 にあるのは知能

と感受性である.

そして,自 分に期待 されている役割 を知覚

認知できるということの次に問題になってく

るのは,そ れに応 え得る能力を備 えているか

どうかということ,そ してその役割 をとろう

とす る意志があるかどうかということである.

①期待されている役割を知覚・認知できる.

②その役割をとれる能力がある.

③その役割をとろうとする意志がある.

この3つ の条件 がそろってはじめて自分に期

待 されている役割行動がとれるのである.そ

して,こ れは自己概念の形成過程でもある.

そして,期 待 されていた役割行動 をとった

かどうかということが,次 に受ける期待の内

容に大 きくかかわって くるのである.

子 どもがいつ も期待 された役割行動をとる

わけではないという場合 には,周 囲もそれな

りの対応 をするようになり,子 ども自身もそ

の中で自分の能力に合った生 き方や自分なり

の価値観 を見つけてゆくことができる.と こ

ろが,周 囲,と りわけ親が,「 よい子」であ

るζとを強く期待 し,ま た子 どもが周囲の期

待を敏感 に察知できるのみでなく,そ れに応

え得 る能力や応 えようとす る意志 を持 ってい

ると,親 をは じめとする周囲からの賞賛 によ

って強化 され,「 よい子」であり続けること

を余儀 なくされてしまいがちである.

第3節 役割取得 という観点から見た家庭

内暴力児

家庭内暴力児には学業成績の良い者が多く,

少なくとも学業成績 に関す る限 り,あ る段階

までは期待 に応 え得る能力や応 えようとい う

意志を持っていた子 どもであるといえよう.

もちろん,親 の期待が大きかったことは言 う

までもない.

学業成績の良 し悪 しは勉強にあてる時間の

多少に左右 されることも多いから,必 ずしも
「勉強ができること」 イコール 「頭がいいこ

と」とは言 えない.し かし,家 庭内暴力児を

扱っている精神科医やカウンセラーによると,

家庭内暴力児には,「 頭のいい子」 「感受性

の鋭い子」が多いという.つ まり,家 庭内暴

力児 となった子 どもは,親 をはじめとする周

囲の価値感や期待を敏感 に察知できるのみな

らず,そ れに応え得 る能力も少なくともある

時点までは持っていたといえよう.

ところが,期 待 に応 えたいという意志があ

るにもかかわらず,あ る時点から受けている

期待 と自分の能力 ・自分の気持との間にずれ

がで き,期 待に充分に応えられなくなる.そ

して周囲の期待やその中ではぐくまれてきた

自分の価値観 があまりに狭 く,か つ堅いため

に,自 分の現在の力に合 うようにそれらを調

整するとい う他律的価値感から自律的価値観

への転換がスムースにできず,非 常に苦 しむ

ことになる.そ して,自 己の破滅に対する無

意識の自己防衛から,今 度は自分に与 えられ

ていた役割 そのものと,そ の役割 を自分 に課

してきた人間とを批難せずにはいられなくな

る.こ うして強い他罰的傾向 を持つようにな
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り,そ れまで自分にとって負担の大 きい役割

を課 してきた母親などに対する肉体的 ・言語

的暴力などが始まる.そ の間,家 庭内暴力児

の自己概念は極度の混乱に陥 り,家 庭内暴力

児自身も煩悶 していることは言うまでもない.

だが,頭 がよくて感受性の鋭い子がみな家

庭内暴力児になっているかというと決 してそ

うではない.何 より,狭 隘な価値観による過

大な負担 を子 どもに負わせ,か つ著 しく柔軟

性 を欠く理想像 を押 しつけようとした親の誤

った養育態度 を指摘 しないわけにはゆかない.

そして,こ こでもう一つ指摘 しておきたい

のは,家 庭内暴力児の親子 をめぐる人間関係

の,特 に質的な貧 しさである.

本章の第2節 に

①期待されている役割 を知覚 ・認知できる.

②その役割 をとれる能力がある.

③その役割 をとろうとする意志がある.

という三つの条件がそろって初めて自分に期

待 されている役割行動 をとることができ'るこ

と,そ してこれは自己概念の形成過程でもあ

ること,を 述べた.

だが,こ こで付け加えておかねばならない

のは,健 全な自己概念の形成がおこなわれる

ためには,自 分に期待され与えられようとし

ている役割そのものを,あ る程度客観的に吟

味 ・検討することが不可欠であるということ

である.こ のようなある程度の客観性 を有す

る吟味 ・検討は,自 らが質的に多様 な人間関

係を結び,そ の中に身 を置 くことによって初

めて可能になるものであると思 う.

ところが,家 庭内暴力児は,質 的に多様な

人間関係 を持 っていないのである.そ のため,

暴力をふ るい出すようになるまでの家庭内暴

力児は,親 から与えられた価値観やそれにと

もなう役割 を敏感 に察知 し,そ れに応えるだ

けで,そ れらを客観的な視野 に立って検討す

るということをしてこなかったのである.

この人間関係の質的な貧 しさは,家 庭内暴

力児の母親 についても言えることである.家

庭内暴力児の母親は,多 様な人間関係 を有し

ていないために,子 どもの気持を察するとい

う感性に欠けるのである.つ まり,自 分の期

待や課 している役割が子 どもにどれほど大き

な負担 を与えているかということや,そ のほ

かにも自分の日頃の養育態度における不適切

な面などがわからないのである。

立 ち直った家庭内暴力児のケースを見てみ

ると,質 的に多様な人間関係の中に身を置 く

ことにより,自 分が親から与 えられていた価

値観のみならず,自 分 と親 との関係 について

も客観的に捉えなおす余裕 さえ出てくるよう

にな り,そ の中で立ち直るきっかけをつかん

んだとい うものが少なくない.

また,立 ち直ったケースの母親について見

ると,子 どもの暴力から逃れる意味 もあって

サークル活動などに参加するようになったと

ころ,人 間関係が広がって気持 も明るくなり,

それまでの自分の価値観や視野の狭 さや適切

でなかった養育態度を反省する余裕 さえ生ま

れ,そ の頃から子どもの暴力もおさまってき

たというものも少なくない.

これらのケースを見ても,現 代社会におい

ては,健 全な自己概念の形成や役割取得のた

めにかなり意識的に人間関係 を広げ,し かも

それを質的に多様なものにする努力をしてい

く必要があるように思 うのである.

☆ ☆ ☆

以上に,家 庭内暴力児の親子関係の問題点

について述べてきた.も ちろん,家 庭内暴力

児の出現の要因が親子関係のみにあるわけで

はないことは,言 うまでもない.

人間形成にかかわる要因は,大 きくわけて

3つ ある.社 会環境的要因,家 庭環境的要

因,個 体的要因(個 人が生得的に有する資質

など)が それである.そ して,こ れらの要因

が相互に関係 し合って入格が形成されてゆく

わけであり,家 庭内暴力児もその例外ではな
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い.我 々は,家 庭内暴力児の出現の背景 にあ

る学歴偏重社会の趨勢,産 業構造の変化 にと

もなう家族構成及び家族関係の変容,そ して

父親 と母親の役割の変容などの社会環境的要

因や家庭環境的要因を無視することはできな

い.

だが,同 じ時代にあって,両 親が揃い,経

済的にも不自由はなく,他 にも特に問題はな

いように見える家庭に育った子ども達の中に

も,家 庭内暴力児になる子 もいれば一応健全

に育 ってゆ く子もいる.そ の違いはいったい

どこから来るのだろうかということを見てゆ

くと,や は り親子関係の問題が大きな比重 を

占めていると考えざるを得ないケースがほと

んどで ある.家 庭内暴力児 とい うのは,人

生のある一時期において,そ れまでの親子関

係の歪みが一挙に露呈 したものとも考 えられ

る.

家庭内暴力児の研究を始めてから3年 近 く

になるが,最 近では,中 学生や高校生の家庭

内暴力児にはまだ救いがあると思 うようにな

った.彼 らは,周 囲の対応 がよほど不適切で

ない限 り,早 晩立 ち直ってゆくからである.

それに比べて,社 会 に出て中年になってから

はじめて挫折 を知って家族 に暴力をふ るうよ

うになったエ リー トなどの場合には,問 題は

より一層深刻である.何 の罪 もない子 どもに

まで悪影響を与えることになり,本 人の苦 し

みもさることながら,家 族の受ける傷の深 さ

も測 り知れないもの となる.そ して,こ のよ

うなケースにおいても,問 題の根底あるのは,

当人の幼児期 ・児童期 ・青年期 を通 しての親

子関係の歪みである場合が少 なくないのであ

る.

家庭内暴力児の暴力は,子 どもの親に対す

る復讐であるともいわれるが,彼 らの場合に

はすでに親はないケースや親 とは別に住んで

いるケースがほとんどで,い われなき暴力を

ふるわれて少なからぬ被害を受けるのは何の

罪もない妻や子 どもであるというのは,悲 劇

以外のなにものでもない.そ してまた,こ の

ような親を持つ子 ども達がいずれは子を持つ

親 になる日が来ることを思うと,暗 澹たる気

持 にならざるを得ない.

家庭内暴力児の親,特 に母親の中には,そ

の両親 との親子関係にすでに何 らかの歪みの

あった者が少なくないのである.歪 んだ親子

関係は,そ の子ばかりか孫にまで悪影響 を及

ぼす場合 も多いことを考えると,人 間関係の

基盤 をなす親子関係というものの重要 さを改

めて痛感せずにはいられない.
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